
新しくわかった
市域の自由民権運動問係者

小笠原金平

自由党懇親全集員録

∵二・新．≡

筆
者
も
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
た
『
新
編
安

城
市
史
3
通
史
編
近
代
』
　
（
二
〇
〇
八
年
）
が

刊
行
さ
れ
て
か
ら
十
数
年
が
過
ぎ
、
新
し
く

書
き
加
え
た
い
こ
と
も
出
て
き
ま
し
た
。

碧
海
郡
一
帯
は
、
垂
原
潜
大
参
事
だ
っ
た

内
藤
魯
一
を
中
心
に
し
て
自
由
民
権
運
動
が

盛
ん
な
地
域
で
し
た
。
『
市
史
』
　
で
も
、
市
域

の
自
由
民
権
運
動
関
係
者
と
し
て
城
ケ
入
村

城
泉
寺
の
僧
侶
川
那
辺
義
道
、
福
釜
村
の
江

川
甚
太
郎
、
さ
ら
に
和
泉
村
出
身
の
渋
谷
良

平
を
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
も
う

一
人
自
由
民
権
運
動
と
接
点
を
持
つ
人
物
が

い
ま
し
た
。
二
本
木
の
小
笠
原
金
平
と
い
う

人
物
で
す
。

二
本
木
町
郷
土
史
資
料

編
編
集
委
員
会
『
二
本
木

郷
土
史
　
資
料
編
』
　
（
同
委

員
会
、
一
九
八
五
年
）
　
に

よ
れ
ば
、
小
笠
原
金
平
は
、

安
政
六
年
（
一
八
五
八
）

の
生
ま
れ
。
父
親
の
小
笠

原
藤
五
郎
は
垂
原
藩
士
で

し
た
。
金
平
は
重
原
藩
の

藩
校
義
正
館
で
漢
学
を
学

び
、
名
古
屋
や
大
阪
で
も

勉
学
を
重
ね
、
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
　
に
小
学

校
の
教
員
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
、
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
六
月
十

八
日
に
岡
崎
で
開
か
れ
た

「
愛
知
県
尾
三
両
国
自
由
党

懇
談
会
」
　
に
は
、
内
藤
魯

一
を
は
じ
め
県
内
の
六
八
人
の
自
由
民
権
運

動
賛
同
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
名
簿
（
『
自

由
党
懇
親
会
集
員
録
』
一
八
八
一
年
、
知
立

市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
　
の
な
か
に
小
笠

原
金
平
の
名
が
あ
る
の
で
す
。
居
住
地
は
「
野

田
村
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
野
田
村
は
、
基

本
的
に
は
刈
谷
市
域
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
場
合
の
野
田
村
と
は
、
野
田
村
の
出
郷
で

あ
る
二
本
木
の
こ
と
で
し
た
。
し
た
が
っ
て

小
笠
原
は
市
域
の
自
由
民
権
運
動
関
係
者
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
指
摘
し
た

の
は
市
内
の
中
学
生
内
藤
今
日
子
さ
ん
で
す
。

内
藤
さ
ん
は
、
昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
「
第

1
6
回
安
禅
文
化
の
さ
と
ま
つ
り
」
の
な
か
の

「
歴
史
の
ひ
ろ
ば
展
」
　
で
展
示
さ
れ
た
「
三
河

の
自
由
民
権
運
動
」
　
と
い
う
研
究
で
、
そ
の

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
小
笠
原
の
こ
と
を

見
逃
し
て
い
た
の
は
、
『
新
編
安
城
市
史
』
　
の

執
筆
者
と
し
て
汗
顔
の
至
り
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
小
笠
原
と
そ
の
後
の
自
由
民

権
運
動
の
か
か
わ
り
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

『
二
本
木
郷
土
史
資
料
編
』
　
に
は
小
笠
原
が
郡

内
各
地
の
小
学
校
教
員
（
訓
導
・
校
長
）
を

つ
と
め
た
と
あ
り
ま
す
が
、
自
由
民
権
運
動

と
の
関
係
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の

課
題
で
す
。
と
く
に
若
い
研
究
者
の
皆
さ
ん

が
そ
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（

新
編
西
尾
市
史
編
集
委
員
・

元
新
編
安
城
市
史
調
査
執
筆
委
員
）


